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平成２０年１２月２２日/首都高速道路株式会社 

 

首都高速道路株式会社第４期（平成２１年３月期）中間決算のポイント 

（会計期間：平成２０年４月１日～平成２０年９月３０日） 

 

１．連結経営成績の概要 

 

                                （単位：億円 億円未満切捨て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業収益は、１，２９８億円（前年同期比３．４％減）。営業利益は、７億円（同８７．４％

減）、経常利益は１０億円（同８２．４％減）、中間純利益は５億円（同８３．５％減）で減収減

益となりました。 

 営業収益については、高速道路事業において、ガソリン価格の高騰と景気後退、タ
ンクローリー事故に伴う通行止めの影響等により、通行台数が１１２万台／日（前年

同期比３．１万台／日減、２．７％減）となったことなどにより、減収となりました。 

 関連事業については、駐車場事業や国・地方公共団体等からの受託事業などを行
っておりますが、受託事業の完成工事の減により、前年同期より減収となりました。 

 営業費用については、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構との｢都道
首都高速１号線等に関する協定｣に基づく道路資産賃借料の支払い等により、前年

同期より増加となりました。 

 

 平成 21 年 3 月期

中間期連結実績（A）

平成 20 年 3 月期

中間期連結実績（B）

増減 

（A）―（B） 

 

営業収益 １，２９８ １，３４４ △４５ 

料金収入等 １，２３７ １，２７４ △３７ 

道路資産完成高 ４３ ４９ △ ５ 

 

 

その他（関連事業） １８ ２１ △ ２ 

 

営業費用 １，２９１ １，２８８ ３  

 内：道路資産賃借料 ９８７ ９６７ １９  

営業利益 ７ ５６ △４９  

 経常利益 １０ ５９ △４８  

 中間純利益 ５ ３２ △２７  
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２．平成２１年３月期の連結業績見通し 

 

                                         （単位：億円） 

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 

 

営業収益は、３，１１４億円（前年同期比３０．０％減）。営業利益は、２０億円 

（同２１．４％減）、経常利益は１７億円（同４５．４％減）、当期純利益は、１２億円 

（同４１．１％減）で減収減益となる見込みです。 

 営業収益のうち、料金収入等については、前期と比較して、ガソリン価格の高騰と
景気後退、タンクローリー事故に伴う通行止めの影響等による料金収入等の減に

より減収となる見込みです。 

 道路資産完成高については、晴海線（豊洲出入口～東雲ジャンクション）及び横羽
線大師出入口（横浜方向）の開通等に伴う機構への引渡しを計上しています。なお、

前期については、中央環状新宿線（４号新宿線～５号池袋線間）等の開通があり、

今期はそれを下回る見込みです。 

 関連事業においては、受託事業の工事完成高の増により、前期より増収となる見
込みです。 

 営業費用については、機構へ引き渡す道路資産の完成原価が減少すること等によ
り、前期を下回る見込みです。 

 

注）上記に記載した予想数値は、現時点での情報により判断した見通しであり、多分に不確定な要素

を含みます。実際の業績等は様々な要素により上記予想数値と異なる場合があります。 

 通期連結見通し

（Ａ） 

平成 20 年 3 月期

実績（B） 

増減 

（A）―（B） 

 

営業収益 ３，１１４ ４，４４９ △１，３３５ 

料金収入等 ２，４９５ ２，５５８ △   ６３ 

道路資産完成高 ４５５ １，８２８ △１，３７３ 

 

 

その他（関連事業） １６３ ６３ ９９ 

 

営業費用 ３，０９３ ４，４２３ △１，３３０  

 内：道路資産賃借料 １，８６１ １，９３４ △   ７３  

営業利益 ２０ ２５ △    ５  

 経常利益 １７ ３１ △   １４  

 当期純利益 １２ ２０ △    ８  
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（参考）平成２１年３月期の個別業績について 

 

（単位：億円） 

   中間期個別実績 通期個別見通し 事業計画 前年度実績 

<高速道路事業>  

 営業収益 １，２８０ ２，９５０ ３，０９４ ４，３８６

料金収入等 １，２３６ ２，４９５ ２，６３２ 

 

２，５５８ 

道路資産完成高 ４３ ４５５ ４６２ １，８２８

 営業費用 １，２７９ ２，９４０ ３，０８５ ４，３７６

賃借料 ９８７ １，８６１ １，９７４ １，９３４

道路資産完成原価 ４３ ４５５ ４６２ １，８２８

 

管理費 ２４８ ６２３ ６４９ 

 

６１３

 営業利益 ０ １０ ８  ９

<関連事業>   

 営業利益 １ １ １  ２

<全事業>   

 営業利益 ２ １２ １０ １２

 経常利益 ２ ５ ０ １２

 当期純利益 ０ ３ ０ 

 

９

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 

 

注）上記に記載した予想数値は、現時点での情報により判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含みます。実際の業績等は様々な要素により上記予想数値と異なる場合があります。 

 


